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 mini column 
 
表紙のサケの魚拓は，北海道札幌市在住の魚拓作家･大場雅文さ

んの作品です．古来より伝わる『魚拓』の製作を通じ，北海道の

雄大な自然と魚の存在への深い感謝の精神を，次世代へも引き継

いでいきたいとの願いを込めて活動されています． 
サケは先人から受け継いできた貴重な財産である自然の恵みの

象徴にもなっています．飽食の時代と呼ばれて久しい昨今，とも

すれば忘れてしまいがちですが，自然の恵みへの感謝の気持ちを，

いつまでも持ち続けていきたいと思います． 
 




